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児童一人一人がいきいきと活動する体力つくり
～児童の運動意欲を高め，実践を継続させる体力つくり実践プログラム～

児童の体力の現状と求められる体力や主体

的に健康・体力つくりに取り組む児童の育成

を図る必要性については，指導資料「保健体

育 第32号」で紹介した。

本稿では，児童が目的意識をもち，継続し

て主体的に体力つくりに取り組むことをねら

いとした実践研究を基に，体力つくりの進め

方について述べる。

１ 体力つくりの課題

体力つくりでは，県の平均値と比較して

劣っている体力を高めるために，サーキッ

トコース等を設定し，カード等で意欲付け

をしながら実践を見守るといった教師主導

のものを多く見かける。

しかし，このような取組では，児童は，

体力つくりの意義を自分のこととして十分

に理解せず，活動も継続性に欠け，体力の

向上までに至らない場合が多いようである。

したがって，体力つくりは，児童自身が自

分の健康や体力の向上を考え，楽しみなが

ら，主体的，継続的に取り組むことを目的

にした実践にする必要があると考える。

２ 児童の運動意欲を高め，実践を継続させ
る体力つくり実践プログラム

児童が目的意識をもち，継続して主体的

に体力つくりに取り組むことを目的に体力

(図１)つくりに関する指導の在り方を構想し

「体力つくり実践プログラム｣ を策定(図５)

した。

まず，実践プログラムの三つの視点につい

て述べる。

(1) 視点１「体力つくりに目的意識をもた

せる指導」

児童が体力つくりに目的をもって取り

組むようにするため, のように三(図２)

つのステップで考える。
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